
 

 

 

 

並木中等学習進路部では、各年次の先生方と連携しながら、生徒の皆さんの学習環境の充実や進

路実現のためのお手伝いをしています。職業や勉強についてあるいは大学受験についての情報等を

載せた「進路だより」や各種情報誌、進路関係の行事、１Ｆ進路室、ブライトホールや図書室等を

ぜひ活用してください。 

【学習進路部担当の先生】11 名              

細井ひろみ（学習進路部長） 石井透雄（学習進路副部長/６年次副担任） 宮本祥子（6年次副担任）  

増山道靖（医学コーディネーター/6年次副担任）     高野聖子（図書館担当） 

渡辺安之（６年次主任）   土子 亮（５年次主任）  櫻井友裕（４年次主任）   

落合淳平（３年次主任）   橋本直樹（２年次主任）  下村広輝（1年次主任） 

 

 

 

卒業した 10回生の 6年次 4月時点での国公立大の希望者は 92%でした。本校で例年志望者が多い

国公立大合格者は延べ人数で 90 名、うち現役生は 79 名、現役合格率 55％、希望者だけだと合格率

60%でした。卒業生も浪人生も、大変よく頑張り、それぞれの進路実現ができました。入試結果の詳細

は 1階進路室前掲示板、および 7月発行の進学要覧で確認してください。 

 

 

ブライトホールは、勉強だけに専念できる環境であり、ライバルでも仲間でもある並木生が勉強して

いる姿を見て、お互いに頑張ることができると評判の「並木伝統の自習棟」です。 

6 年次生には専用学習室が用

意されています。4・5次生専用

学習室も設けていますので、気

兼ねなく利用してください。 

平日の朝は事務室の用務員さ

んが開けてくれ、夜は 6年次、

学習進路部、校務運営部、管理

職の先生方を中心に施錠してく

れています。休日には日新警備

の警備員さんが安全を確保し、

皆さんの学習を温かく見守って

くれています。多くの方の利用

をお待ちしています。 

各年次集会でのガイダンスでの「公共の場所」としての注意事項を守って利用しましょう。 

平日利用時間 7：00～19：00（4・5 年次生）7：00～20：00（6年次生） 

休日利用時間 9：00～17：00（警備員さん常駐・入館証として生徒手帳を持参してください） 
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2023年度入試（現役生 10回生）の入試結果（右表） 

ブライトホールの利用（４～6 年次） 



 



                                （4月 6日始業式 

学習進路部長講話より）                              

受験生としてうまくいった人の特徴は、やはり今年も以下の 4点です。 

①授業に真剣に取り組む 

「予習→授業→復習」の黄金サイクルをひたすら大事に繰り返していた生徒は、自分の頭で

考えることを面倒くさがらずに、冷静に自己分析できるので、理解できることが増えていきます。 

②基礎固めをしっかりと行う 

大学入学共通テストの出題内容の８割は高校１・２年生の学習内容です。並木生で言えば、4年次生

までが学ぶあたりまでです。小テストや課題も、学習内容を定着させるための貴重な機会です。コツコ

ツ勉強した人は間違いなく結果を出しています。 

③利他的な姿勢で感謝の心をもつ 

利他的とは、「他」ほかの人のために、「利」利益となるように行動することです。多くの人の支え

があってはじめて、当たり前に思っていた勉強も行事もできることを私たちはこの数年で経験しました。 

④目的意識をもって物事に取り組む 

「せっかく勉強するなら面白がってやってみよう」という意識の受験生は、知的好奇心が強いため、

学習においても本質的な理解をしていたと感じます。 

3月に 5年次生はニュージーランド語学研修に行きました。本校では 2019年夏以

来の実施でした。希望研修ですので全員参加ではありませんが，例年 9 割前後の生徒

が参加する大きな行事です。この研修は「語学」以上に大事な「自立・成長」のため

の研修であると感じています。 

異文化の中でいろいろな価値観を知り，ホームステイ先で意志を伝えなければなら

ない場面では積極性を培い，またいつも日本で家族に守られていたことの感謝を知

る，といったように，これは「親離れ・子離れ」の自立の旅でもあるのです。 

コロナの制約により経験値が不足していたこともあり，5年次生も最初は指

示を待つ人や，気づいても他の人に声をかけない人が多かったように思いま

す。しかし，ファームステイ，ホームステイと重ねていくうちに，自分から動

いたり，周りに声をかけたりする人が増えていきました。もちろん，英語で話

している内容が聞き取れるようになったり，伝えたりする力も少しずつつきました。それが成長です。 

他の年次の皆さんも，ぜひ今後の生活で何となく行事や活動，授業を受けるのではなく，「自分事化」

して取り組んでください。昨年の本校のパンフレットで 9回生が書いていますが，並木では本人がその

気になれば，いくらでも成長する機会があり，授業も大変充実しています。「学習」と「体験」，この

２つが皆さんの進路実現につながるのです。 

最後に，1年生の年次目標を聞いたので，皆さんに紹介します。私はこれを聞いて「あ，この年次は

6年後の進路結果は本人の第一志望が実現できそうだな」と直感しました。先輩の皆さん，先生方の協

力が必要です。16回生（1 年次生）の目標は「気持ちのよい挨拶をする学年になる」です。挨拶を自

分から自然にできる人はコミュニケーションがうまくとれますよね。挨拶は先ほどの「うまくいく人」

の 4つの土台です。挨拶は一人では成り立ちませんので，皆さんの挨拶力が必要です。 

学力も精神力も体力も、一朝一夕では養えません。読むときも書くときも考えるときも、普段の言動

が答案に反映されます。勉強、受験の先にあるものを見据える意識を持って、ぜひ「自分の強み」をつ

くっていってください。 

 

受験生としてうまくいった人の特徴とは？ 



 

 

本校では、6年間を通して行事設定されています。進路面でも

それぞれの年次でのやるべきことを意識してほしいと思います。

１Ｆ進路室前の電子掲示板には、時期にあわせてメッセージが流

れますので活用してください。 

並木中等キャリア学習概要版！ 


